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の見直しといった多面的な側面も含めて、京都の都  
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報告書をご覧いただければと切に願う。   
Ⅰ 京野菜を知る  



































































Ⅰ一1－1である。   
なお、この節で京野菜というときは、基本的に京  
都産の伝統野菜とブランド産品を指すものとする。  
［2］現在の京野菜生産   
前項で京野菜とはどういうものなのかを述べた。  
次に実時に京野菜の生産状況についてみていく2）。  



















現存するもの 34品目  
の伝統野 こ準じるも  
絶滅  （1品目）  
しプ：ニ       鷹ケ峰と   （うち消費者向け出荷が少ないためブランド指定してい机lもの22品目）   
もの  うがらし  
（3品日）  
i麓菜、佐波賀かぶ  （ブランド  
郡大根  8定2品目）  
舞鶴かぶ、聖獲院か  
条寺かぶ  万願寺と  
桂うり、柊野ささげ、  
聖護院き  
ゆうり   旭川こぼう、九条ねぎ、くわい、京たけのこ  
点みょうが  
兼山科なす   じゅんさい   
（伝統ガ菜以外のブランド指定6品R）  









②高規格のブランド認証   
基準を設定し審査  
⑨市場流通する生産量  
①加工向け産品は除く。   
（消費者の日に岨れる）  
⑤有識者の審査食をバス  




（資料）京のふるさと産品価格流通安定協会へのヒアリング調査の際に頂いた資料   
表1－1－2 京野菜の生産農家戸数の推移  
2   3   4   5   6   7   8   9   10  
みす柔   34る  ユユ4   コ27  封氾  】74   396  503  72ユ ‡99   99ヰ  
壬生菜   396  415  ． 404  390  111   3ヱ4  コ7コ  3～l   40」   421  
九条ねぎ  1：126  1）25  】ココ4  1：174  l：事50  lt6t  Ⅰ204  lユ09  1759  
伏見とうがらし  583   4E5   486  480   小川  5ヨ4   562  ‘gg   729  
万願寺とうがら  l12   9l   tt8   92   89   104   tl‘   19‘   22】  
京たけのこ  2ユ97  208l  ユ22（；  2242  2252  19－1g  1519  1祁5  t982  
花粟  l‖   l16   †00   】2l   125   114   134   t28   177  
賀茂なす  4ユ   47   46   47   48   54   52   59  
京山科なす  3   ）   ユ   7  10   14  
鹿ヶ谷かぼちゃ  8   8   l   ぷ   9   9   7   】2  
乗ずきん  325   498  
電凛院だいこん  222  291   290  274   2！0   ヱユ0   172   18コ   l（19   t占7  
聖護院かぶ   1引   194   ‖ほ   182   lt〉7   198   l†巾   1ココ   1：17   15】  
金時にんじん  封柑  2耳0   266  コ‘0  コ48   245  
堀川ごぼう  1‘   22   21   19   22   20   2‘   24   29  
くわい  ユE   14   44   42   30   ユ0   Z7   2ユ   H  
えびいも  lユ7   日用   114   140   71   44   55   6】   月l  
京せり  20   2ユ   2つ   17   17   lる   13  
畑菜   l】8  258  25l   25】   235  ZO5   21‘   210   198  
すぐき菜   190  t00   tOO   100   l00   100   】00   100   】（〉0  
葛だいこん   2恩   19   19   一之   】2  29  ？ 9   】0   39   38  
田中とうがらし  】22   120   110   9柱   89   120   120   120  
鷹ケ峰とうがち  5   5   5   5   5   5  














































































表l1－7 農産物販売金村階層別よ哀歓の比串  
7閑1，㈹（l  】．00仇l．弧】  l．仙2．㈹  つ．∝町々．抑  コ．㈹以上  
馬  毘  十  馬  ％  嘉郡市        0．6  0き  北 区  斗ナ  ？．丘    1．1    左京区    nD      三1   
（資料）点都茶菓人草閂七利用開発研究所F京野菜の生ま・流通・消費と地航性化 







































表1－1－8 上賀茂のある農家の作付け状況  
大手桂二・藤井学癌「洛北探訪J淡交社、守成7年、164ベ・・・ジょり  
（賢和束都産業大学国土利用開発研究所『京野菜の生産・流通・消費と地域活性化  
に関する研究』 1998年p28   
表1－1－9 各区における野菜の収穫量   
ね  ぎ  書  ゆ  う  り  
川a当たり収量  1且残土  1覿党政■  作付戯朋  10ユ当たり収量  ！収穫 号  t 娠売歓宜  
2．485kg  2．駒7l  2ヱ57【  記．6ba   5278kg  2．829【  乙414 l   
北  区‡ 7．5  2．1ろ7   164   15（〉  10．1   5．㈱   ヨ〕5  48l   
J・ 扁  区  0．8   1．167  6  0．3   2．333   7  
左  京  庄  2．1   2．】洪）   46   30 ご  1．5   3．丁33   168  117   
中  京  区  ロ．3   2．333  仇コ   3．（）α）   9  8  
山  稗  庄  5．1   2，490   127   102  4．0   6．4丁5   259   11．l   
10   40  0．2   子＋帥  下  京  区  13   3，877  
隋  区  加．6   2597   535   497  ．l．1   －  4．さα）   63   40   
ち  京  区  58   2．2」1   lま】   104 1 も4  Z．932   129   103   
西  京  区 6月  2．6る2   181   133  2月   4．SlT   13Ⅰ   l（】4   
伏  見  区† ∽，8  2．500   1j70   1．182  6．082  l．5Sl  1．ヰ00  
みずな（みぷな含む）  と  ま  と  
作付面積  l18a当たり収i  収穫丑  販売数t  作付血蹟！1Ua当たり収1  
41．8ha   罪．3ha  5．616厘  
2333   35   【ヱ＿8   山   15  
0．4   2．750   lO   0，4  ■  
2．750   22   16   4月   0．B  
0．2   l、5nO   3．3：】3   
乞0   3，150   
仇l  j  
邑0   1．967   q  
田   2．071   か   23  2．4 1  4．000 ！ g6    1   
62  5≦）  2．5 l   4．900 l124 】 ⊃l   5．1  1，216 
3．821   734   6丁7  8．4 1  5．3亜  ⊆  胡9 1 35⊃   24．3  1  


































とをふまえ京野菜生産の特徴をみてみようと思う。   
まず、京都市の農業は典型的な都市農業であるこ  





























































農地転用実績を表したものである。京都市の農地   

















































て過剰供給になれば逆に人気が落ちたとき大打撃を   
雫  
1汚1キ  ーgl咋  tMJ暮  一柳事 19迫撃 1，帥た  t9の攣  











ある。   
次に、農業就業者の高齢化の問題である。表Ⅰ－  
1－10は京都市と京都市の主な野菜産地の年令別世  
帯員数とその比率を示したものである。   
これによると60歳以上の人の割合が京都市よりも  































11）日本経済療同社編『日経都市シリーズ 京都』   
1998年、p．176。  
12）日本経済新聞社編『同上』、p．177。  

















2）なお、以下の文章では京都産業大学国土利用開   
発研究所平成8・9年度京都市地域研究助成金研   
究報告書『京野菜の生産・流通・消費と地域活性   
化に関する研究』（1998年）、平成10年度財団法   
人コンソーシアム京都地域調査活動助成金研究  
成果報告書京都産業大学経済学部第一演習（担当   






















積機械作業からハウスの集約栽培への移行が著しい。   



































































13   
表Ⅰ－2－1  
JA京都経済連の分荷による東京出荷実績の推移  
出荷数量  年 度  晶 日 数  
（t）   （％）   （千円）   
備  考∴   
1‖川   5   ‖．0  9．350  首都圏試験出荷開始   
＝   46．0   418   30，083   322   アンテナショップ設置   
四   18   42．3   92   28．Z97   94  
ql   1‖．0   Z62   62．089   Z19   首都圏適的出荷開始   
21   150．8   136   95．391   154   京野菜取扱店舗増加   
21   181．5   120   ユ21，435   127  京野菜取薇店舗増加   
岨   21   ′ 257．9   142   ユ73．319   ユ43  
門   21   26台．9   104   2ユ0，988   122  




▼■i●t   ▼■∫●■  ▼戒3キー  ▼1●■t  ▼ti●■  甲慮8年J  平虞丁寧よ  ■■■l■  平瞳ウキ慮  ■■＝い1■  
ヾ                                t■（hI  ▲■（円）  ■11h）  ▲■（円〉  tl仙〉l  ▲■一円〉  ■1仙t）  ●■l巾I  ■1（u）  ●■（R〉  ■▲（ll）  ■■（円）  ■1（h）  ▲■lR〉  ■■l小手  暮■l円）  ■t（k）▲■（R】   ■1（h〉  ▲■（円〉  
▲1jl●  Iり刀巾○  Il．叩l  111ill■さ    ll叩d●lO  35♪王t  lt一閃Jm  1り仰  15．11丁脚  ld．01l  ZIJ●l．凹  l，♪92  】】J臼ノ以  叩板l  Zlj‖5TD  ■1¢f  
万■◆とうがら   
1■●土lヰ  lき†l  l朋l岬8  5I▲  3Tltll  ■2月糾i  1日01J（■  】ほ．MO  月り】2JlO  11まヱ20  t0005．155  快鼻上知l臥．  
1   ノ 
えびLlも   
乙1∞  1jlI   
Sjtl  llJ公仰  引明り ＝唖乱紬   S515  2】J…lt沖  ～．▲（P  ヱOJ25．（岬）  り∞  I爪○脚  lノ‖○  り8l．？50  ■大王 小王   4乃  S．卯D脚 7】即  I可  225i♪C¢ t♪【0卿  了）l 一項  11一っ．引力 lJ】乳▼く○  l．‖8 t．加  ●．♪ 2．700♪騨〉    乙lO乙脚  丁？5  Z脚．1㈹  1画  2き】8ヱ【¢  ．1121  】j21．㈱    い卵．㈹  叫 n  151j（0  書たけのこ      l■l  tヱ11仰  ゝ叫  I卿  さJ之ユ  l．＝り之5    めり収  2ノu  l．閏】．伽  l．1ユー  lt脚弟0  l．0JO  i．mj90  うJIO  ▲朋5j72  ▲．シり  1d9t．一門   
▲ヶ書かほちサ  ）．桝l  l．151JlO  ！．7q  ■ホ中  5JOb  りIlT†l  乙刀▲  l．tll朋  3．13l  ■lT．218  ～．1Tl  l叫I50  】Jll  tTb．叫0  り朋  Tlさ．伽  1？12  Tlり5～   
丹エ（り  乙川】  1月Itヱ1l  り舶  l加？100i  1■tO  り才一♪】1  加l  Jり一■叩  ‡【旧  lll0．㈹  15．1jl  ■．tlT．1鋼〉  ｝lJlO  れl脚  21JT二l  lT71】．間  ユ竺  礼丁8丁．1JJ   
九■わぎ  【 2†2脚  ▲～．仙l  l礼封り加  5】月8丁  叫．MI劇   1り10  lり一IjlO  1Lt5l  i川脚j】■  3l．1｝E  1t園卿  21j07  lT♪講月Il  Zul！  ll l  
■円にほう  さ印  引0550  】介Il  t．中り抑  2．…  り▲叩lO  つ．10l  即．tせ○  IJII  2．11倉．1，■  1ヱSl  1，51人相  】．曾lO  】．10り！○  I即－  り▲8郎○  ‖」∝  り5I貞叩   
詞．905  巨脚川†  40．170  l．M．121  ■T∫55  喜 埴町皿  4り朗  1．1丁3川  lllI†  さ．池川IO  ▲5き30  ■151び叩  15一対○  ！」I5．川0  1日ヱM  い5β5抑）  45．1研  I・…・OP   
t■■だいこん                                           花■  
王よ■  
くわい  1．と丁  l♪■～．仰  2pl  岬丁刀○  り汚いけ叩川   lJ†l  ），岨川○  ・．…い脚Ⅷ   5．1Il  l，瑚．0ユ5  l▲lO  丁．0Tl．7王○  lJ5l  l）．小り○▲  柑．暮l】  ！11j閏月乃            5tJ■▲  甘朋】．1ひ】  10l．■li  5】J31タ川  11d511  以．一日月lO  －l．4Sl  l05小一粥  t11J85  丁川t】J58  川5．川量  引け†‖購  1IlきTl  jl】一寸Jl▼J■  lT】．川l  12三上！り】○      M      巴  3■lJ∞  さ●l  ら引．1∝〉  1Il  lJltll  i叫  湘lヱ）1  I～F  卸M12  2叩  引日加  11王  ＄02◆小〉  う2l  1●l．1tO   
t．tlO  日印t】  り50  152月20  710  t11叫  2．110  亨‖．t【旧  1】○  ▲】．㈱  
l．‖l  lq朗lメ00  濾．匂40  4l．11l．巧8  】7J【め  コ丁か！．1（旧  つ，．妨l  】一夕伯脚  12一問  コIJ315～○  ■I．●M  lヱ1515ユ帥   ▲■にんじん                                          や王のいも  
l  
ll・ll   38．1Tl  ▲l．TO5月】0  tりⅥ  1】．†50J）5   
■すきん            ‖    ‖                         せ  什  52．■ll  匹町蝉  州ヱ7l  川札？lり15  Jll．丁3◆  】5I．山り胱  l‡5即○  2つ2511月3l  ▲l】Jll  】TIJユ1月42  5仏j－8  ｝l王．T12，013  51りIi  I8tljり1，  …．…再吼川照一   り3りIlけ丁＝丁り】l   ．川，1日  ltl．丁50．即7   
★◆■■■  t∝ll  l【仇    2桝ヽ  li†l  ‖椚  l那■  ll】t    丁ほl  1d】Iヽ  l 的仇  lO？5l  ℡58l  川02ヽ    211帆l 抑！】ヽ   ・i‡81t  21】2   
（資料）京都府農林水産部農産流通課「平成11年度園芸作物指導指針」より  
となく、京都府全体を引き上げる戦略としているこ  
とである。   
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3節 京野菜はどこから来てどこへ行くのか  































されていないものは‘京都市特産そ菜保存囲’に委   















































































図Ⅰ－3－2 京都府における今日や長の流通   
京都臍におけるこ京野菜の緩∃鞄  
（資料）平成11年度園芸作物指導指針 京都府農林水産部農産流通課より  
18   









7  1島  
キ員  
l＝＝  lt  ¶   り  9】 I ，5  1 †7 1月年慮  
諷■ ・・ ・・－・・－・ 仝れ   －・－▲－－・－  数千  
伝蝿呼菓出荷棄滑 寮事々蝕済漣  
表Ⅰ－3－3   
「‾京のブランド産品」の流通1犬況  
前年度比   販売会毛買   1拍年度比   年 度  認 言正  産 地  ＝杓：托1  （％）   備  考  
19邑9   7   ユ8   5】．4  38．082  認言正閏始   
90   34   203．3   388   1（】8，7吊2   2吊6  
17   3＆   32B＿7   ユ2   】57．450   145  
，ク   17   42   435．〔   132   Z52．574   1J18  
18   40   4－13．3   102   272，33Z   】17  
94   18   41   565．3   128   342．76Z   12ら  
95   18   44   563．7   99．7   36′1，ユ31   106  
9も   1g   78   839．7   15（l   567．252   156  
P7   19   7g   1，136．5   】35   770．4日n   136  
19   呂0   】．】89．2   105   ＄1ユ，742   105  
（資料）平成11年度園芸作物指導指針 京都府農林水産部農産流通課より  
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表Ⅰ－3－4   
2 首都圏京野菜販売協力店等の拡大状況  
アンテナショップ  京野菜販売協力店  △  計  
業 者 数  店 舗 数  業 者 数  店 舗 数  業 者 数  店 舗 数   
91   Z社   2店舗  2社   2店舗   
2社   3店舗   9社   67店舗   11社   70店舗   
2社   3店舗   19社   87店舗   21社   90店舗   
2社   3店舗   29社   102店舗   31社   105店舗   
2社   2店舗   35社   115店舗   37社   117店舗   
2社   2店舗   35社   115店舗   37社   117店舗  
平成11年度園芸作物指導指針 京都府農林水産部農産流通課より   
農産物流通の問題点 最後に流通のもつ課題につ  である。しかしながら農産物の規格・選別が複経で  
いて蓮べておく。農産物流通の基本は価格にある。  多かったりし、農産物の価格を押し上げる要因にな  
消費者は安値で安定した価格を望んでいる。また近  ってしまってもいる。また流通業者にとってもこれ  
年では安全性を重視する傾向も強い。すなわち、地  がコスト増大の一因になっており、見直しがせまら  
場産のもの、消費地から近いところで作られたもの  れているといえよう。一方、生産者の立場に立って  
図Ⅰ－3－7  
主な京の伝統野菜の出回り時期  
伝搬野薫名   4  5  古  7  8  9  10  11 1ヱ  1  2  ）   
－アテンド産品－  
み ず 菜  










く わ い  
花 莱  
里護院かぶ  
すぐき菜  
み▲  がたけ  京みょうが  花  
京ぜ り  
：出回り時期  

















































4節 単なる野菜ではない京野菜  



























































いのではないだろうか。   
























ⅠⅠものづくりのまち 京都  




















































［3］ 従業者規模別分析  












実数（百万円）  増減率  
1985   1990   1996  1985－90  1990－96  1985－96   
京都市  2，649，786  3，196，941  2，992，060  20．6％  －6．4％   12．9％   
札幌市   651，833   831，972   761，905  27．6％  －8．4％   16．9％   
川崎市  6，757，880  6，408，772  5，359，365   －5．2％  －16．4％  －20．7％   
横浜市  6，121，057  6，314，644  5，522，674   3．2％  －12．5％ －9．鴫   
名古屋市  4，896，910  5，880，750  5，585，2－90  20．1％  －5．璃   14．1％   
大阪市  7，458，638  7，910，000  6，650，413   6．1％  －15．9％ －10．8％   
神戸市  2，834，054  3，280，883  2，758，277  15．8フ‘  －15．9X  －2．7％   
北九州市  2，732，877  2，510，078  2，304，812   －8．2％  －8．2％  －15．7％   
（資料）通商産業省「工業統計表」  
表ⅠⅠ－1－2 従業者規模別製造業事業所数の推移（従業者数4人以上）  
実数  構成比  増減率  
1985  1990  1996  1985－90  1990－96  1985－96  1985－90  1990－96  1985－96   
合計   7，160  6，372  4，969  100．0％  100．0％  100，0％  －11．0％  －22．0％  －30．硝   
4～9人   4，768  4，085  3，094  66．硝  64．1焉  62．3％  －14．3ヲ£  －24．3％  －35．1％   
10～19人   1，313  1，232  984  18．3％  19．3％  19．硝  －6．2％  －20．1％  －25．1％   
20～29人   560  510  410   7．硝 8．哨   8．3％  －8．9％  －19．6％  －26．8％   
30～99人   378  】●●  5．3％  6．4Ⅹ   7．3％  8．2％  －10．8％  －3．4％   
100～299人   105  105  85   1．5X 1．6％   1．7％   0．璃  －19．0％  －19．鴫   
300人以上   0．5％  0．5％   0．硝  －13．硝   0．鴫  －13．9％   
■（資料）通商産業省「工業統計表」  
表ⅠⅠ－1－3 従業者規模別製造業従業者数の推移（従業者数4人以上）  
実数  構成比  増減率  
1985  1990  1996  1985－90  1990－96  1985－96  1985－90  1990－96  1985－96   
合計   123，226  119，362  101，051  100．哨   1 0．0％  100．璃  －3．1％  －15．3％  －18．昭   
4～9人   27，387  23，429  17，812  22．2駕   19，6％ 17，6％ －14．5％  －24．哨  －35．硝   
10～19人  17，839  16，614  13，417  14．5％   ．9％  13，3％  －6．9％  －19．2％  －24．8％   
20～29人  13，707  12，422  10，025  11．1％   ．4％  9．9％  －9．4％  －19．3％  －26．9％   
30～99人  19，698  21，545  19，003  16．哨   8．1％  18．8％  9．4％  －11．8％  －3．5％   
100′－299人  16，697  17，187  13，540  13．5％   14．4％  13．4％  2．9％  －21．2％  －18，9％   
300人以上  27，898  28，165  27，254  22．6％   23．6％  27．0％  1．哨  －3．2％  －2．3％   
（資料）通商産業省「工業統計表」  
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表ⅠⅠ－1－4 従業者規模別製造品出荷額等の推移（従業者数4人以上の事業所）  
実数  構成比  増減率  
1985   1990   1996   1985－90 1990－96  1985－96．  1985－90  1990－96  1985－96   
合計   2，649，786  3，196，941  2，992，060  100．蝿  100．0％  100．0％   20．6％  －6．4％  12．9％  
4～9人   259，980  263，888  206，064   9．8先   8．3％   6．9％   ∴∴  －21．9％  －20．7％   
10～19人   229，139  278，027  210，672   8．硝   8．3％   7．0％   21．3％  －24．2％  －8．1％   
20～29人   207，202  221，077  183，080   7．硝   6．9％   6．1％   6．7％  －17．2％  －11．6％   
30～99人   382，962  474，384  4Z3，800   14．5％   14．兢  14．2％   23．9％  －10．7％  10．7ヲ£   
100～299人  448，857  618，945  428，693   16．9％   19．4蒐  14．3％   37．9％  －30．7％  －4．5％   








































④業種別従業者規模別事業所数の構成 事業所の規  
模と業種の関係を見ていくにあたり、業種を4つの  
［4］ 業種別分析  
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表ⅠⅠ－1－5 製造業業種別事業所数の推移（従業者数4人以上の事業所J  
実数  構成比  増減率  
1985  1990  1996  1985  1990  1996  1985－90  1990－96  1985二96   
軽工業素材型   4，028  3，385  2，450  56．3％  53．1％  49．3％  －16．09£  －27．6％  －39．2％   
軽工業加工型   1，723  1，613  1，392  24，19£  25．3％  28．硝  －6．4％  －13．閥  －19．2％   
重工業素材型   167  田  104  2．3％  2．19£  2．1％  －18．6％  －23．5％  －37．79£   
重工業加工型   1，242  1，238  1，023  17．謁  19．4％  20．6％  －0．3％  －17．495  －17．6％   
繊維工業   2，719  2，203  1，471  38．硝  34．6％  29．6％  －19．鴫  －33．2％  －45．9％   
衣服・その他の繊維製品   410  364  310  5．79£  5．7％  6．2％  －11．2％  －14．8％  ．－24．鴎   
（資料）通商産業省「工業統計表」   
表ⅠⅠ－1－6 製造業業種別事製造品出荷額等の推移（従業者数4人以上の事業所）  
実数  構成比  増減率  
1985   1990   1996   1985  1990  1996  1985－90  1990－96  1985－96   
軽工業素材型   1，063，709  1，110，417  942，363  40．1％  34．7％  31．5％   4．4％  －】．5． ％  －11．49乙   
軽工業加工型   400，607  517，415  468，506  15．1％  16．2％  15．7蒐  29．2％  －9．5％  16．99乙   
重工業素材型   155，283  189，319  141，386  5．9％  5．9％  4．7％  21．9％  －25．3ヲ乙  －8．9Ⅹ   
重工業加工型   992，206  1，332，644  1，401，786  37．4％  41．7％  46．9％  34．3Ⅹ  5．2％  41．3％   
繊維工業   418，286  392，614  238，206  15．8％  12．3％  8．0％  －6．1％  －39．3％  －43．1％   













荷額を増やした。これが［2］の③の要因である。   
2節 京都の行政の支援と課靂点  











あり、また結果も異なるべき運命にあった。   
今回のブームは「ベンチャー支援ブーム」と別称  
され、もはや個人や企業のレベルを超え、完全な「政  












































表ⅠⅠ－2－1 匝‡答製造業企業の人数構成別内訳  
従業員数（人）  企業数（社）  1′〉 99  5  100～499  12  500～999  4  1000′－  3  
















表ⅠⅠ－2－2  京都ではベンチャー企業がよく育つと言  
われていますが、あなたは本当に他の地域に比べて京都がベンチ   
ャー企業が育つのに有利な都市だと考えますか。  
［2］京都府および市の支援状況－アンケート結  






そう思う  17  そうは思わない  7   
（資料）独白のアンケートより。   
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表ⅠⅠ－2－3 京都で企業が生き続けるうえで京都府や京都市に求める支援はなんですか。   
（順位をつけて上位3位まで。1つや2つも可）  
順位   希望支援内容   ポイント数   
工場等制限法など既存の法律の見直し   27   
道路の拡張、整備等交通対策   27   
3   新規ベンチャーの育成   19   
4   企業に対する有利な施策の立案   17   
5   現存企業に対する金融支援   15   
5   産学連携への積極的働きかけ   15   





69≧≡ 2．5   2．4  
弥≡   3．2   0．9   色 
汚≡≡ 3，   1．3   
2．3   2．5  
維   2．5   2．1  
；●   3．1   3．3  1  
；●   2．9   2．6   O 
妹≒   4．0   5．0   
4．6  ㌔壱㌔省㌔J㌔耳㌔J㌔斗㌔  
雄橙巧打  4．0 4．0   年  
（資料）  『京阪バレー』 日本経済新聞社編1999年より作成  
いるのである。  件数のランク（表ⅠⅠ－2－5）で見ても、全国第8   
また、中小企業創造活動促進法の都道府県別認定   位であり、1位の東京や2位の大阪は除いたとして  


































れる。   
それに対し京都府の担当者3）は「銀行もきちっと  
した担保がなければ、京都市が責任を持つわけでな  











表ⅠⅠ－2－5 中小企業創造活動促進法都道府県  
別認定件数ベスト10  
順位  都道府県名  認定件数（件）   
東京都   1，035   
2   大阪府   510   
3  神奈川県   385   
4   静岡県   289   
5   埼玉県   226   
6   福岡県   165   
7   長野県   160   
8   京都府   150   
8   愛知県   150   
10   千葉県   143   
（資料）『中小企業創造活動促進法都道府県別認定件数  
一覧』 （中小企業庁技術課）より抜粋作成  
最近では97年後半から急速に悪化し、近畿の平均  
も常に下回っている。  























いうことが言える」と振り返る。   
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表Ⅰト2－6（（表ⅠⅠ－2－1）でそう思うと回答した企業に対して）京都がベンチャーが育つのに有利な都  
市である要因をどこに見出しますか。  
要因   ポイント数   
他の地方に比べて大学の数や種類が多い   29   
2   創業者が優れていた   23   
3   その他   12   
3   京都人の気質   12   
5   戦災がなかったので、産業育成に大量の資本が投入できた   8   
5   立地的に都合がよかった   8   
7   市や府の施策が優れていた   
7   昔は伝統産業の旦那衆が資金的援助をしていた   
9   とくに見当たるものはない   0   
（得票ボイントの見方は図表Ⅰト2－3に同じ。3位のその他には、伝統産業の技術。基盤、受け皿の確立。という意  












［3］国による新しい支援   
部道府県だけでなく国単位でもベンチャー企業育  


































家や学識経験者に加え、さまざまな階層から委員を   
32  
選抜し、フォーラムを通じて国民的議論を巻き起こ  







































［1］ 歴史  














動乱と東京への遷都によって西陣織は不振に陥って   
注  
1）日本経済新聞社編『京阪バレー』1999年、246ページ   
参照。  
2）京都市産業観光局商工部産業振興課でのヒアリングに   
よる。  
3）京都府中小企業総合センター経営部経営課工業係での   
ヒアリングによる。  








年に比べて76％と大幅に減少している。また、1987   
年と比べても43％となり、半分以上も大幅に減少し   
ている。前年比でみると、1987年と1990年は若干の   
増加がみられるが、1993年以降は減少を続けている。  
1987年と比べても、1993年以降は減少を続け、1998   
年には50％を切るほどまでになっている。品種別出   
荷数量・金額（表ⅠⅠ－3－2）をみると、1998年は   
帯地は179万8，952本（前年比80％）、574億3，412万4   
千円（前年比76％）、きものは13万2，178反（同77％）、   
39億2，236万7千円（同85％）、ネクタイは905万4，299   
本（同104％）、74億5，571万円（同98％）、金欄は   
135万6，564ni（同94％）、78億1，174万6千円（同101％）、   
マフラー・ショール・ストールは13万2，826枚（同   
86％）、2億5，875万円（同90％）となった。また、   
1987年と比べると、帯地は出荷数量42％、金額40％、   
きものは順に33％、44％、ネクタイは順に75％、70％、   
金欄は順に77％、65％、マフラー・ショール・スト   
ールは順に41％、43％となり、すべての品錘で減少   
していろ。特に、帯地、きもの、マフラー・ショー   
ル・ストールは50％を割ら込む大幅な減少で、西陣   
織の不振がうかがえる。品種別金額割合（表ⅠⅠ－3   
－3）をみると、主力品種の帯地が減少しているの   























①西陣織 表ⅠⅠ－3－1をみると、1998年の総出荷  
金額は、1，071億7，988万8千円であった。これは前  
表ⅠⅠ－3－1  
総出荷金額（千円）  前年比（％）  1987年を100とした指数（％）   
1984年  241，448，256   94   97   
1987年  249，306，682   103   100   
1990年  279，462，485   112   112   
1993年  199，590，016   80   
1995年  159，484，090   80   64   
1996年  154，689，898   97   
1997年  140，241，629   56   
1998年  107，179，888   76   43   
（資料） 『西陣織生産概況』1998年 西陣織工業組合  
34   
表ⅠⅠ－3－2 西陣織品種別出荷数量・金額  
マフラー・ショール・   
帯地  きもの  ネクタイ  金欄  ストール  
（本）   （千円）  （反）  （千円）   （本）   （千円）   （ぷ）   （千円）   （枚）   （千円）   
1984年  4，483，920  151，711，664  766，900  13，781，109  10，143，792  9，121，580  1，286，781  9，8Z4，731  1，Ogl，617  1，465，450   
1987年  4，239，337  144，235，316  397，430  8，978，505  12，028，480  10，692，100  1，756，553  12，035，200  321，257  604，017   
1990年  4，305，379  159，719，547  291，256  7，709，997  11，390，952  12，589，844  1，582，268  13，567，304  443，014  1，159，464   
1993年  3，178，483  107，886，535  223，354  5，334，382  8，920，555  7，328，823  1，407，048  9，845，644  385，421  989，561   
1995年  2，650，104  90，581，703  197，528  5，069，730  8，598，596  7，725，439  1，547，834  8，458，720  621，061  819，747   
1996年  2，543，477  87，775，934  187，392  4，839，617  8，749，976  7，766，527  1，685，457  8，703，452  470，413  531，025   
1997年  2，240，321  75，844，872  171，590  4，601，767  8，747，244  7，621，356  1，435，804  7，746，072  154，738  287，338   
1998年  1，798，952  57，434，124  132，178  3，922，367  9，054，299  7，455，710  1，356，564  7，811，746  132，826  258，750   





















表ⅠⅠ－3→3 西陣織品種別金額割合  
（％）   帯地   きもの   ネクタイ   金欄   その他   合計   
ユ984年   62．8   5．7   3．8   4．1   23，6   
1987年   57．9   3．6   4．3   4．8   29．4   100   
1990年   57．1   2．8   4．5   4．9   30．7   
1993年   54．1   2．7   3．7   4．9   34，6   1（）0   
1995年   56．8   3．2   4．8   5．3   29，9   100   
1996年   56．7   3．1   5．6   29．6   100   
1997年   54．1   3．3   5．4   5．5   31．7   100   
1998年   53．6   3．7   7   7．3   28．5   100   
（資料） 『西陣生産概況』1998年 西陣織工業組合  
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表ⅠⅠ－3－4 京友禅総生産量  
総生産量（反）   前年比（％）   
1989年度を100とした指数（％）   
1989年度   3，916，073  100   
1990年度   3，714，039   
1991年度   3，618，436   97   92   
1992年度   3，143，687   87   80   
1993年度   2，900，262   92   74   
1994年度   2，967，799   102   
1995年度   2，507，101   84   64   
1996年度   2，255，576   90   58   
1997年度   1，761，312   78   45   
1998年度   1，398，955   36   
（資料）『京友禅京小紋生産量調査報告書』1998年度分 京都染色協同組合連合会  
蓑ⅠⅠ一3－5 京友禅加工技術別生産数量  
型染友禅（反）   手描友禅（反）   機械捺染（反）   
1989年度   2，058，968   766，605   1，090，500   
1990年度   1，906，737   768，946   1，038，356   
1991年度   1，733，106   778，596   1，106，734   
1992年度   1，576，956   665，452   901，279   
1993年度   1，523，413   496，827   880，022   
1994年度   1，463，670   459，558   1，044，571   
1995年度   1，196，332   479，418   831，351   
1996年度   1，103，383   495，489   656，704   
1997年度   884，420   385，284  491，608   
1998年度  744，427   197，253   457，275   
（資料）『京友禅京小紋生産量調査報告書』1998年度分 京都染色協同組合連合会   

























C西陣織大会 西陣織の優秀作品を一堂に展示して  
いる。1999年度は夢まつりと同時に開催した。  
d東京展・地方展 東京展は11月2日～7日に日本橋  
三越で、地方展は10月10日に岡崎市で、また札幌市  
でもおこなわれた。  
e手織帯展・本綴秀作発表会 手織帯展は11月18［l  
～19日にツインメッセ静岡で、本綴秀作発表会は10  
月27日～11月2日に大丸京都店でおこなわれた。  





















a海外展開支援事業 海外への販路開拓や商品宣伝  
等を目的とする事業に対して、コンサルティングを  
実殖し、その実規化を図る。  
b染織デジタルアーカイブ事業 染織意匠をデジタ  
ルデータ化し、その有功活用によって、新産業の創  
出を目指す。  
C伝統産業技術後継者育英制度 伝統産業のなかで、  
特に後継者不足の厳しい業種に入職した若者に育英  
資金を交付し、関係業界の発展を図る。■  
d伝統産業技術功労者顕彰制度 伝統産業に30年以  
上従事する優秀技術者を顕彰している。  
e和装振興  





（2）KIMONO開発事業 東京と京都でワーキ  
ンググループを組織し、現代生活にマッチしたきも  
の「KIMONO」を開発する。  



































③流通・取引の旧来性 和装産業は分業生産体制を  
とっている。きものを作るためにはたくさんの工程  
が必要であり、その工程を分担して作り上げる仕組   
f和装文化の継承 小芋5年生を対象に京都の伝統  
産業についての理解を深めるための副読本「わたし  
たちの伝統産業」を発行している。  
g全国和装産地市町村協議会の運営 全国の和装産  
地37市町の行政・議会によって構成され、情報交換・  
国への陳情等を実施している。  




1京都伝統産業ふれあい館の運営 京都の伝統産業  
の粋を紹介する伝統産業の振興拠点として設置した。  
j東京館・京都館 「ステージ京都」と「京都イン  
フォメーションプラザ」の機能を融合、総合的な情  
報の受発信施設を目指す。  





［4〕 課題と今後  
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ⅠⅠⅠまなびのまち 京都  





















































































































































































































関心も高く、この地での教育・研究機会を求める   
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が「大学コンソーシアム京都」で実施さ叫ている。   
なかでも、主要な事業は、「単位互換制度」  
（1994年度開始）、「シティカレッジ事琴」（97  
















































関連した就業体験を行なうこと」として幅広く捉   
開始）の3つである。以下で、「大学コンソーシアム  
京都」を象徴する、その3事業を詳しく紹介しておく。  





























3）   















































［3］今後の取組み   
21世紀を目前にして、21プランで提唱されてい  
た「大学のまち・京都」のビジョンの実現期を迎  










































































してしまうことに対してあまり危機感が持たれて   






































致活動を行っているほうが一般的である。   
ここで草津市の取り組みについて見てみることに  

















大学ができることによる産業振興への期待である。   
山手に製造業の多い草津市では、産業の空洞化の心  
配があった。大学を核にして企業の研究開発が盛ん  
表ⅠⅡ－3－1 関学にあたっての行政の支援  
関連事業  
・JR新駅（南草津駅）設置 H6．9．4開業  
橋上駅舎（ェスカレ一夕ー5基 エレベーター3  
基）  
事業費 約30億5千万円   
（市約25億円 期成同盟会約3．9億円 JR  
l，5億円）  
・交通アクセス整備  
都市計画道路築造 W＝16 L＝約1．7キロ  
（市施工分）  
事業費 約33億円  
・上水道整備  
南東部南笠高区配水整備事業 約12．8億円（内  
大学内負担金分 約2．9億円）・下水道整備  









③住民の反応 京田辺市役所の方に、同志社大学  
が移転してくることになったときの住民の反応を  
伺ったところ、京田辺市の住民の中には、「税金  








































①学生の反応 田辺キャンパスがオープンして10年  



























を解消すべく道路を建設した。   
この、学生の自動車通学は、京田辺市の第一次産業  
［4］大学の移転がまちに与えた影響  
①京都市の場合 今出川キャンパスの周辺で話を  
開いてみたところ、同志社大学が移転したことに  
よる変化をあまり感じないと答える人が多かった。   
50  
























































































1）エ場等制限制度とは、近畿圏の既成都市区域におけ   
る工場等の制限に関する法律（工場等制限法）に基づ   
き、工場等制限区域において、一定の床面積以上の工   
場の作業場や大学等の教室を新設・増設しようとする   
ときは、府県知事（政令指定都市区域内においては市   
長）の許可を必要とする制度である。  





（》目的 京都市内の大学が近隣に移転をするこ  
とについて、地元の住民たちがどう受け止めてい  













































と考えるようになっていることが分かる。   
［2］アンケート結果  
























図ⅠⅢ－4－1・図Ⅰ‡－4－2 大学の移転の考え  
方  
今出川  
表ⅠⅡ－4－1・表ⅠⅢ－4－2 大学の移転の考え方  
今出川  
合計   男  女   
合計   77  39  38  
100．00 100．00 100．00   
賛成   3  3  
3．90   7．69   
どちらかいえば賛  12  3  9  
成  
15．58  7．69  23．68   
どちらかいえば反  27  16  11  
対  
35．06  41．03 28．95   
反対   23  11   12  
29，87  28．21 31．58   
興味がない   12  6  6  
15．58 15．38 15．79   
京田辺   
京田辺  
合計  男  女   
合計   121  40  81  
100．0 100．0 100．0   
賛成   29  11   18  
23．97  27．50 22．22   
どちらかいえば賛  31  8  23  
成  
25．62  20．00 28．40   
どちらかいえば反  18  8  10  
対  
14．88  20．00 12，35   
反対   9  4  5  
7．44  10．00  6．17   
興味がない   34  9  25  
28，10 、22．50 30．86  
54  
表】Ⅱ－4－3 同志社移転による変化今出川  
上段：度数，下段％   合計  良くなった  悪くなった  変化なし   
ごみ問題   77  5  14  58  
100．0  6．5  18．2  75．3   
騒音問題   78  7  14  57  
100．0  9．0  17．9  73．1   
お店の充実具合   78  10  44  24  
100．0  12．8  56．4  30．8   
市民に開放されてる施設の充実具合   75  9  13  53  
100．0  12．0  17．3  70．7   
ワンルームマンション、アパートの数   79  52  6  21  
100．0  65．8  7．6  26．6   
娯楽施設   78  6  25  47  
100．0  7．7  32．1  60．3   
アルバイトなどの労働力   77  8  28  41  
100．0  10．4  36．4  53．2   
町の活気   77  27  12  38  
100．0  35．1  15．6  49．4   
自転車、バイクの駐輪   77  16  30  31  
100．0  20．8  39．0  40．3   
車の渋滞   77  5  30  42  
100．0  6．5  39．0  54．5   
表ⅠⅡ－4－4 同志社移転による変化一京田辺  
上段：度数，下段％   合計  良くなっ 悪くなっ 変化丈  
た  た  し   
ごみ問題   114  10  30  74  
100．0  8．8  26．3  64．9   
騒音問題   116  5  34  77  
100．0  4．3  29．3  66．4   
お店の充実具合   117  77  14  26  
100．0  65．8  12．0  22．2 
市民に開放されてる施設の充実只合   112  54  4  54  
100．0  48．2  3．6  48．2   
ワンルームマンション、アパートの数   117  90  4  23  
100．0  76．9  3．4  19．7   
娯楽施設   117  68  6  43  
100．0  58．1  5．1  36．8   
アルバイトなどの労働力   114  49  7  58  
100．0  43．0  6．1  50．9   
町の括気   116  30  64  22  
100．0  25．9  55．2  19．0   
自転車、バイクの駐輪   116  17  66  33  
100．0  14，7  56．9  28．4   
車の渋滞   116  8  62  46  
100．0  6．9  5台．4  39．7   
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【 
図ⅠⅡ－4－3 同志社移転による変化  
弓出Il  
図Ⅶ－4－4 同志社移転による変化  
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表ⅠⅡ－4－6 京都市政策  
合計 もっと重点を置くべき  今のままでいい  重点を置かなくていい そんな政策は必要ない   
合計   195  86  78  20  11  
100．00  44．10  40．00  10．26  5．64   
今出川  77  41  26  5  5  
100．00  53．25  33．77  6．49  6．49   
京田辺  ・118  45  52  15  6  
100．00  38．14  44．07  12，71  5．08  
図ⅠⅡ－4－6 京都市政策   
地域別一京都市政策  
今出川  
n ＝ 7了  
京田辺  




図・哀 王Ⅲ－4－7 シティーカレッジ   
地域別－シティーカレッジ  
今出川  
n ＝ 了8  
京田辺  
n ＝120  
合計  今出川 京田辺   
合計   198  78  120  
100．00 100．00 100．00   
発想もいい、参加した  79  29  50   
い   39．90 37．18 41．67   
発想はいいが、参加し  76  36  40   
ないだろう   38．38 46，15  33．33   
発想に魅力を感じない  8  2  6   
が必要に応じて参加す  
る   
発想に魅力を感じな  2  2   
い、参加しない   1．01  1．67   
興味がない   33  11  22  


















表ⅠⅢ一4－8 大学への期待  
A ［コ  施  地  商  若  生  学  献学  占‾ 「司  就  サ  文    そ  
計  設  域  業  者  涯  生   生  等  職  l  化  般  の  
の  活  振  の  学  マ   の  教  活  ク  活  教  他  
な  化  と  域  の   l   
る  の  し  へ  充  の   域  の  の  そ  の  教                へ  さ  さ  の  場  育  
放  め  の  就  な  」二   ボ な  な  の   
の  学  職  ど  
開  た  て  の  実  向   
の ら ら 他 と  の                        し  充  
フ  る  る  活  て  実  
研  生  地  ン  充  サ  動  の  
究  数  域  テ  
の  へ  イ  1  
増  の  ア  ト   
加  教  
活 劫  
る  
育  支  
的  な  
ど  
援   
責  
献  に  
よ  
る 頁   
A ［コ  
計  194  81  62  32  29  国  89  68  41  38  47  49  49  田   
A ■7  
出  
川   
京  
田  17  34  四  46   26  20  23  29  27  田   
辺   
図ⅠⅢ－4－8 大学への期待  
地域別一期待  
今出川  
〔＝ 78  
京田辺  
∩ ＝116  
0  25  50 ■  75  100（％）  
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付けられない。   
ここで大切なことは、そもそもの大学のあり方  
を、これを契機にもう一度考え直してみるという  





















はあまりないはずである。   
大学が大学だけで完結してしまっているという  
感はぬそえない。   
それでも大学には、研究、 
要な使命がある。そのため、地域社会とはある程   

















































ことである。   
そして、そのキーワードは「地域」である。  
いと、経営も厳しくなる。私立大学は特に「生き  


































非常に刺激になるだろう。   
以上のように、「地域と大学の一体感」を考え   
［2］地域にねぎした大学   
この節のタイトルは「地域にねぎした大学をめざし  
て」である。これは、ゼミの大学問題担当者が議論に  

















































































「大学都市」としての魅力は増すであろう。   
「コンソーシアム京都」を評価する際、もっとも大  

































表Ⅲ－5－2   
0明治以降の金沢  
・高等教育機関の設立  
明治 7年 金沢師範雇校  
12年 会沢医学校  
19年 県立よ学校  













































星購女子短大、金沢女子大学 など席次開設  








となるであろう。   
金沢市の大学問題全般に対する考えの一端とし  
て、金沢市役所でおこなったヒアリング調査でき  






















表Ⅲ－5－3   
今後、市と大字が考えなければならないこと  
○都市における大学の意味や役凱都市と大学の関係をもう一度問い直す疇  
．大字は．その時代、その社会にとって上古水準にある科学によって支え   
られている高等教書機関、研究機開であること  
・学術や文化をリードする社会組牡としての役割を果 していること  
・都市の文化や産茶業展の基底となる学術を蓄える機樵を有していること  
・♯市の中の重要な構成部分として、キヤン′くスの建物や学生の住まいな   
ど一定の積をまちの中に占め、学生や研究者が集い語らうことで、まち  
の賑わい創出に王事な役割を果たしてきたこと  







・宇部「金沢Jに回帰   
■金沢杜の里（若松・鈴見地区）街づくりに関する経緯■  
昭和53年I三月  金沢大▲ヲ＝評；淡全で憂患合一捗lヱグ）万引・決定  
昭和55年4月  帽Jn内に「金l尺火学】怠舎移転対策室」を1具・  




昭和55年11月  大坪ノ好むさ地を金沢■l庁戸】閑地区l句にi火淀  
昭和58年3月  「全i尺ス：学研キャンパス朋j旦蛸儒構乳！」；荘；E  
昭和60年10月   金沢山寺ア覆さ・βiり乙地区土地区l叫▼整理集札合龍一t  
昭和61年7月  ▼欠▲●押り前衛づく り協音義■会発足 川さ・一If・大  
空・J也テ已）  
昭和62年】月  オン桧・弟11地lズ人草l－■川粧侶づくり推j蛙他；絶  
食発上巳（」也兄）  
昭和62年6月  衡づく引隕前会「情報化社食にJj：ナる石川一  
関】発」（誹け茶■名■ ＝泉：拝虻 氏）  
昭和63年2月 ’む三設婿昭和6Z乍り生新規補助づi莱「ふるさと  
ク）頗づく りモテリレ土地P二l叫塵甚J弔事巣」に指正  
昭和63年3月  「1符松・鉛見地1太1庁づくりマスタープラン」  
策定  
昭和63年8月 き；≡駁・鈴見地l人山譜．管∫甲鳶且倉皇瞬断委，仁l全権見  
辛成元年9月   二束沢拙の．きl】，折口nきづ洋間確  
乎成元年1Z月  寸沌さ▲鈴見地事ヌr痛言管珊劇l合発足 tl也撒■帯  
03アる同意）  
平成2年6月  ノくtr－ルフーズ址の里Jおオープン（ヤ■ブセ  
ンター地区内）  
平成2年9月  什のj艶祭り開仲  
平成3年4月  首松・鈴見地lぺの朋コ金地域、地l寛刑－帥が右」；  
直別■輌決定  
平成3年9月   tLの里祭り閉】促  
平成4年4月  雀jづくりビデオシリーズ1（h地利朋嬢）作成  
平成4年9月  一万づくリビアオシリーズ2（先進♯例編）作成  
平成4年11月  研づくリビアオンリーズ3（上仁盲躍サ習施設）作成  
平成5年2月  衝づくりビチオシリーズ4（戸珠て什宅縞）作成  
平成5年6月  往巨プくりビデオシり－ズ5（整合性宅靂i〉作成  
平成5年9月  址の」旦矩り開催  
平成5年12月  セットパ・′ク盟備仇三進香a仝発足  
平成6年1月  幹線ユ別格乾†い3mセットバック舗装・植栽  
施一l二間好．  


































































表ⅠⅡ－5－5   
■用達地域及び地区計酋の区域区分について  
地区の名挿   用遠地霊ま   冒指事 ：娃べい宰   
センター地区  近隣商業地域   300％ 80％   
サブセンター地区  近隣商業地域   300％  ナ 60％   
詫2柊住居地域   沿道サービス地区  200％   60％  
莞1種住居土拉域   
冥2手璽住居地上或■・  
－8古住宅地区   舞2種中高暦住居専絹地  200％   60％  
第1種中高Ⅶ住居専用地域   
策2様恒膚住居専用地1雲  100％   60％  
低層住宅地区           落びr山地区80％ 覇中地区60％  ￥軒冨山璧区50％ 爵中把区40％  
亡ミrl】ざ東灘噛松庵  他地区 100％  他地区  60％  












凡 例  
センター地区  
■ サブセンター地区   
ji 
・；】 l  沿道サービス地区  
一 般性宅地区  
低層住宅地区  
64   
i－  
［5］最後に   
この章のサブテーマは「地域に根ざした大学を目指  
して」である。   
京都市にしても、同志社が移転している京田辺市に  
おいても、さらには立命館大学が移転している草津市  
























































手段であることは先に述べた通りである。   
「地域にねぎした大学をめざして」。大学とい  
えども、地域の歯車の一つであることを忘れては  
いけない。   
65  
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いて京都観光に関する考察を行いたい。   
表Ⅳ－1－1観光客の†生別・年l怜構成  
全体   寧‖隻   女性  
100ニq   30．5   69．5   
20歳末濱   10．8   11．8   10．4   
20鐘・－   12．4   13．0   12．2   
30i■・・－   8．8   10．3   8．0   
40歳－   19．6   15．5   21．4   
50歳一－   30．1   27．9   31．1   
60i以上   18．3   21．5   16，9   
合 計   100．0   100．0   100．0  
『京都市観光調査年報』より   
表Ⅳ－1－2 観光客の京都訪問回数  
平成1q年  平成9年   
0  回   1．7   1．7   
1  回   2．0   3．4   
2  回   3．2   5．7   
3  回   9．2   6．5   
ヰ  4．7   3．2   
5 回 以上   1臥3   22．8   
10回以上   60．9   56．7  
『京都市観光調査年報』より   
表Ⅳ－1－3 観光客の出発地別割合  
出発1屯   構成比   
北海道・東北   2．5   
関東   16．0   
中部・北陸   13．1   
近畿   61．3   
中国   4．2   
四国   1．4   
九州・沖縄   2．5  
『京都市観光調査年報』より   
表Ⅳ－1－4 観光客の滞在期間側懐合  
比率   うち比畢   
日精客   77．0  
宿泊客   23．0   100．0   
1泊  48．3   
2 泊  34．7   
3 泊  11．8   
4 泊  2．1   
5泊以上  2．4   
10泊以上  0．7   
『京都市観光調査年報』よ′リ  
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喪Ⅳ－1－5 七光書の音義市内訪問地動向  
昭和ヰ8  年（柑73）、  
原町樗＝辺  水  寺  5書   水  ；書永坂用  水  寺   
2  清  水  寺   金  閣   寺  金  閣  寺  京 都l駅 ビ ノ   
8  11   山  I■  山  社l玉・八坂寺●社  l■   山  嵐  山  嵐  山   
■・  大 原  周  辺  平  安  手●  宮  大 原 ・ 八 瀬  謂 ■二・   寺 ニ  東   城  玉■ ■■   
5  平 安  暑l 宮  亮 ヮ  平  安  神  宮  細   所  大 原  周  ヨ1  金  間 寺   
8  】温   ■】  寺  囁l蓼 野 周 辺  金   l覇  寺  東映太秦映固  村  平  安  神  官  平  安  神  宮   
7′  円  山  公  園  御  所  璃 ・   平 安 春l  吉  瑠 i   哲 学  の   
8・  御   所  円  山  公 l■  哲 学 の 道  兼・西 本 隕  寺  1嵯 峨 野 周 辺  南   禅  寺
OL  ：・ ・：  野 用l∃辺  銀   l覇  寺  饅 蛾 野 周 辺  大  原  周  辺  四 条 河 原 町  嵯 峨 野 用、   
10  八  坂  神 社  二  条  城  四条5可原町周辺  祇l■・八：阪神  社  稟・西 本 願 寺  鞍馬・★船周、   
各年度の「東和市観光調査年報」京都市産業観光局（文化観光局）より作成  
注  
1）ここでの観光客数とは『京都市観光調査年報』に基   
づき、交通手段別の月別京都入市者数から、サンプル   
調査から得た観光客（観劇・スポーツ・休養等を含ん   
だ京都観光を目的として来た人）数の比率を用いて算   
出したものである。  
2）外国人客数とは宿泊施設利用客数であり、京都市   
が宿泊施設からの報告により把握した数字に幸艮告が   
ない部分を推測して合算したものである。従って、こ   






％80 70 倒：150 48  ??????














定した。京都観光について、従来の「名所めそり」   
S82  S63  nl H2  H3  II4  日5  H6  
（1，＆7〉（1988）（】98g）（相知）（1田1）（】982）（1993）（19銅）  ）（  






































しい（『京都新聞』1998年11月9日付）。   



























































































［2］ 観光ニーズの把捉と情報の発信・誘客  

















るなど「体験ツアー」を充実させている。   
その例として、国内旅行者の約2割を占める首  















































































































［3］ ◆受け入れ環境の整備  


























いって欲しい】】。   
一方、京都商工会議所は、1998年、観光関連業者に  
［4］ 観光振興ネットワークの構築  






2010年には30％を削旨している。   
そのためにも、京都観光の誘致宣伝、情報収集・  
発信、企画立案・実行機能を強化するための中核組   
72  
織の確立、大学等との連携による観光政策、観光動向、  













































京都府・京都市・商工会議所などの6団体から構   
注  
1）『読売新聞』1999年9月23日付。  
3斬 新たな観光の柱・コンベンション  
［1］コンベンション産業の説明  




















































目玉の一つとして位置付けられている。   
会議場  
開館：昭和41年5月21日  
規模：敷地面積157，100打ぎ 建築延面積33，400Jば  
工費：36億6千万円   
イベントホール・ロッジ  
開館：イベントホール 昭和60年4月2日  
ロッジ 昭和61年6月3日  
規模：建築延面積8，608n盲 ホール面積3，000】ぜ  
ロッジ 洋室28室 和室2室  
［3］京都市民にとってのコンベンション  





②アンケート結果   
調査のテーマ：「コンベンションに対する意識  
について」   
調査の対象：平成9年度 市政モニター200人  
（住民基本台帳から無作為抽出）   
調査期間：平成9年7月22日～平成9年7月31  
日（会議開催は同年12月1日～10日）   








きる。   
74  
囲Ⅲ－3－1質問書項と集計結男（実科）「平成9年度第1画布政モニター報告書」  
問1  地球温暖化Ⅷ方止京都会議ガ雇旬で蘭催されること声ご軍手知でしたか  
名日  は知っている   37．D【n  
内容も知っている  2－1，90ヽ  
知らない  19．60ヽ  
なんとなくWいたことがある  18．椚  
撫回答  8．50ヽ   
問2  京都市が日本右独のコンベンション開催椚備になっていることについてどのように用います  か  
市民として講りに恩ろ   40．20ヽ  
コンベンションが開催されているという隻感はない   ココ．90ヽ  
日本を代蓋する観光地なので、当然のことと思う   20．10ヽ  
子の他   4．80ヽ  
わからない   1．101   
閻3  市内でコ  ンベンションが開催されることに何を期待しますか  
コンペン・  ション孤高にふさオ⊃しい都市提言巨 の整備   57，10ヽ  
京都市経済の活性化  48．70ヽ  
匡】際併】な相方理1畷や匡】際交流  44，40ヽ  
京都の名前が広まることによる都市イメージの向上  39．70㌔  
コンペン  ヨン都市の住民としての市民言識の高媚   2！l．80ヽ  
コンペン  ヨン開催を記念して行われる市民公開プログラムヘの参加   15．90ヽ  
特に期書寺  することはない   5．80～  
ヰ・の他  1．80ヽ   
問4  ご自身が楽しみ、また観光客を引き付ける魅力として京都に足りないものはなんだと思われ  ますか  
婁内所や櫻童藍などの案内機儒   56．60l  
自然   32．80ヽ  
】齢園地等の遊戯・娯柔施設   32．3飢  
あらゆる施設の夜遅くまでの営業   24．901  
市民の温かいもてなし   21．301  
妻帯il厭、博物1貯等の文化施設   22．80l  
ショツビング・モール等の商業柿棺   20．10？l  
弓艮光ガイド   15，90㌔  
その他   23．80㌔  
ない   1．60l  
＝＝∬ヨ三   0．50I   
［4］京都におけるコンベンションの将来と課題  






























89年 91年 93年・95年 97年  
年   
75  













［2］ 回答者と建築物の属性  






























の回答が61．5％にも上ることが気がかりである。   
4節・観光に対する市民の眼  
























合計  20歳末・  20代  30代  4t）代  50代  80代  70代  80歳以   
上段度数  
下段：％  
合計  3  5  け  9  3  
tOO．0    100．ロ  
単身   10  3  2  2  2  
t4．】  33，3  】ヰ．3    】】．8    22．2    66．7  
夫婦   24  3  5  4  
33．8  33．3  30．0    23．8   
世帯精  親子（2世代）   30  Z  5  4  5  3  
42．3    66．7   
3世代   5  2  3  
丁．P  20．0    1t3  
その他   2  
ク．8  】0．0  
表Ⅳ－4－2  
合計  自営業  会社員  公務員  主婦  学生  無機  その他   
上段：度数  
下段：％  
合計  72  33  12  】5  8  5  
100＿   45．8   18．7  20．8   
－29歳  6  2  
100．0   16．7   16．7   
年齢3区 分  30－59歳  36  17  7  9  3  
100＿   47．2    19．4  Z5．0  8．3  
60歳－  30  15  3  5  8  
10（I＿0   50，0    10．0  18．7  2D．0   
表Ⅳ－4－3  
合計  1云統的 家  町」里風 築  木造建  鉄筋・鉄 首建築  わからな しヽ  その他   
上段：度数  
下段：％  
合計  7t   17  6  37  5  5  
100．0      100．0   
0－・4年   4  2  
5．6  5．4  ク0＿0  
5・－9年   5  3  
7．0  8．1  20．0  
10・－19年   6  3  2  
8．5  16．7   8．1    40．0  
築年数  7  5  
9，9  13．5  100＿  
30一一39年   7  5  
9．9   13．5  
48・－49年   3  3  
4．2  8．1  
50年－   39   16   5   16  2  
54．9  94．1  83．3  43．2  40．0  
表Ⅳ－4－4  
合計  0■－4年  5”9年  10・－1g  20・－29  30・－39  40■－4g  50年－   
上段：度赦  
下段：％  
合計  67  3  4  6  6  3  
100．    100．0    100▼0    】00．0  
J＝  2  4  4  5  24  
68．7   
26   3  2  3  2   14  
75．0      42．9   
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でよい、というわけにはいかない。私たちのアン   
図Ⅳ－4－1   




2．8 Z・8  
専用住：宅   
49．3  
自宅所在地  
井書口府外    6．7  
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製i皇業          9．了  
図Ⅳ－4－4   
伝統的建造物・町なみの保存についての理由  
【＝71  
50  †00％  
亡史的町 なみを発  したいか   
11■l■  
したい屯、   
扇屈し近 Il■111■  
■tll汁   
■t■′  だから   
盲い町な  みが住み  
や丁し、か  
竜一l町な  みが住み  にくいか  
全面が心  
全土l叫声 担が大き   いから  
その牌   
来客用馬主車壊の有無  
▼‖二～ い  

























深刻視されている。ここでも観光業者と住民との   







50  ‖】0 ％  
図Ⅳ－4－6   
この地区のためにとのようなことをしているか  
58  
忙柑   
108％  
1‡迫d式  の統一  
．地上iのil  縛  
町内会へ  の塵加  
■11■■   への蓼加  
1うl普の  】璽袴  
まちづく   
り絶l銭へ  の蓼細  
l鸞米案内   ボランテ  ィア  
檜にして  いない  
その他  
図Ⅳ－4－7 地域のことに携わっているか  
合計  
n ＝【柑  
携わっている  
n ＝ 28・  
携わっていない  
∩ ＝ 3j  
とちらともいえない  
n ＝ 7  
8  こ5  50  了5  川0（％）   
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［4］ まとめ   
今回のアンケートで、人々がこの他城に大きな  
関心を持っていることがよくわかった。 高齢者  
よりも中年層の方が、地域の利潤や交通渋滞など  
の問題に対してシビアな見方をしているようなと  




























合計  ～29歳  30一－5  
上一役：度数  9歳   
下段：％  
合計  69  5  36  28  
tOO．8    100＿    100．0    100．D   
大好き   22  8  13  
31．9  
好き   32  3  19  tO  
46．4    60．   52．8   35．7  
この地区  14   8  5   
をどう思   かl．ヽ   2ク．2  
うか  嫌い  
大嫌い   








































よると、西大路四条から嵐山まで行くのに、四条   
































買い物を楽しむ人々で常に賑わいをみせている。   
しかし、この地域の交通条件や、人の歩く環境は決  
82  


































③近年の観光の動向 金沢における年間観光客数  
は、1991年をピークに減少考続けている（図Ⅳ－  












































駐 車して、そこから公共交通機関に乗り換える  





































囲Ⅳ－5－2 「K‥Park」1992年度試行結果  
（資料）金沢市ホームページ『いいねっと金沢』より   


































札｝   
mE  
ヨ巨  
M   
鼠8  
艮2   
嘔1  
良q  
7：口n   7ゴロ   象ロロ    日：80  
渋；薇岳：－叩誠閤 ・・・一試行喀  
所要琴椚：畢誠行肘（H3タ）■誠汚喀（HSJO）   
（資料）金沢市ホームページ『いいねっと金沢』より  














③「金沢フラットバス」（コミュニティーバス） コ  
ミュニティーバスとは、住宅地の手軽な足として小型  
のバスが比較的細い道で運行するバス形態のことを  













ニティーバスなどを取り入れられないものか。   
パーク・アンド・ライド■システムの場合、問  
題点がある。観光客の3分の1がマイカーでやって  
くる現状のもとで、観光客のための駐車場を造ろ   
85  
光への提案を行いたい。  うとすれば、比較的都心に近いところに数千台分もの  
駐車場がなければならない7〉。それだけの土地を確保  
するのは難しい問題だが、観光地での渋滞の現状を考  














































十分観光客を誘致できたからだと考えられる。だ   
注  
1）京都市役所産業振興課でのヒアリングより。  





















































































考える。   
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和はあまり重要でないと考えている。歴史は保存し、   


































































京都市区改正設計が認可された。   
一方1919（大正8）年4月、都市計画法が公布、  
翌20年1月から施行され、京都市をはじめ5都市に  













決定により、総数79路線に及んだ。   
このようにして、一方において地域・地区の指定  
により土地利用規制を行い、健全なる都市発展を促  





［2］都市計画   
都市計画とは、都市の健全な発展と秩序ある整備  
を図るための、土地利用、都市施設の整備及び市街  









































































































えていない。   
特に、1971（昭和46）年頃から全国的な土地への  
投機、乱開発が行われ、74年にかけて地価の暴騰を  








































































































①幻の南部都心 北部既存市街地・都心機能の受け  
皿となるべき南部都心の構想は当初、現在の高度集  
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組織体制の整備強化や人材の育成が必要となる。   
101  






































5節 都心部に住む住民、その住環境と心情  













：‘’建築時期   件    ‘：．％   
①5エ戸時代   86   2．8％   
（診明治前期   241__ 8．0≠   
（∋明治後期   458   15．1％   
④大正時代   旦些 
，‖＿  21．5†i   
⑤昭和終戦前  918  
＿  30．4％   
（訂戦後以降  378  12．5，i   
（∋不明   236   7，8％   
（診薫回答   57   ト9ヽ   
合計   3．02‘l   100．0ウi  



























こ：≦≡∴；；二詫保姦状態別輩琵醸F    ’－憲諾推  
ん外観が全て残っている   1．931   1l．01   
B．いくつか残っている   6．154   35．  2l   
C．一つだけ残っている   3．869   22．1X   
D．全く残っていない   5．292   30．3％   
末記入   240   1．4X   
合計   17．486  100．OX   
未記入 人外観が全て  
1．41  残っている  
図Ⅴ－5－3  
≡∴：塞蔵物町野串薄謝  
い．そのまま今後も使えそう   13．733   57．5％   
ろ．今後修理が必要   7．628   31．9％   
は．今すぐ修理が必要   1．776   7．4％   
未記入   75   3．1％   
合計   23．887   100．0％   
い，そのまま今  
後も使えそう  
57．5l   
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①15坪未満   6－259  26．2％   
（∋15－25坪未満   8．439  35．3％   
（卦Z5～45坪未満   5．317  22．3％   
4 S－70坪未満   1．650   6．9～  
（970坪以上   1．042   右硝   
未記入   1．180   4．9X   
合！十   23．88丁  100．0％  
⑥70坪以上 未記入  
104   
図Ⅴ－5－5  
こ∴外敵規模類型∴‖≧…   喜嘉全調査躁鱒語数≡ご≡至ミ   憲震沸瑚噂暁増揉≧   ．涼鵠嘉涛逓増  歎（内厳）烹．【；   
凍如碩二＝三∴   メ雪1＝±   
鱒存耀麹 ∴状態≡≡［書こ  相     ■：◆較‘・％二，    幾藍．嘉・≡▲：て≡・．   
（訂良好   661   2．8～   203   30．7ち   325   ヰ9，21  ①小規模京町家  
（15坪未満）  ②検討   3．7t；6   15．8％   1．386   3t；，8～   1．752   46．5l  
小計   り27】  18．5～  ・1．589   35．9～  2．077   46．gl   
①良好   1．437   6．0～   207   14．4％   516   35．9X  ②中小規模京町家  
（15－25坪未満）                 ②桟討  5．164  21．6～  799  15．5％  1．941  37．6l  
小計   6．601   27．6ち   1．006   15．2X   2．457   37．2ち   
の良好   1，118   4．7！i   63   5．8X   202   18．1ち  ③中規模京町蒙  
（25”ヰ5坪未満）                 （勤倹討   2．956   12．4％   160   5，4％   549   18．6～  
小計・   ▲．0了4  †7．1％   223巨  5．5％   751   18，4～   
439   1．8，i   8   1．8X   15  
④中大規模京町家 （45一TO坪未満）  G）良好  760   3．2X   12   1．6％  39  5．1ち  
小計   1．199  － 5．0％  ．2dl  l．7％  54   4．5～   
①良好   301   1．3ヽ   口   0．3Ii   2   0．丁～  
（9大規模京町家  
（7□坪以上）  ②横封   307   1、3ヽ   8   2．6％   6   2．0≠  
小計∴   もD8  っ 2．5！（  9l．  1．5％   8   1．3～   
⑥老朽京町家  1．763   71ヽ   515l   29▼2％  715   4（L6九   
⑦規模不明京町蒙  974   ヰ．1％   3ヰOr   3ヰ＿9％  328  
（釘塀付  967蓼  4．0九  67【   6．9％  76  
⑨その他  2．999蓼   12．6％  7伯1   25．0％  277  
（砂兼記入（建物類型不明）  275l   l．2X  †55…  56．4％  0  
合計  23．887   100．Ol   ヰ．673；  柑．6l  軋丁4こI  
図Ⅴ－5－6  
⑤一部賃貸   
京町家の利用状況  件 ％   
①住宅専用   1．879   55．5％   
宅・事業併用   1，055   34．9％   
（卦事業専用   lヰ8   4．9！i   
4一部賃貸憎（住宅用）   44   1．5％   
⑤一部賃貸借（事業用）   45   l。5％   
⑥その他   20   0．7％   
の未記入   33   1．1％   
合計   3．024   100．0％  
図Ⅴ－5－7   
■外域・親寝耳里別建物の利用のされ方  













口②住宅・事業併用   臼③事業専用  口⑧一部賃貸  








②利用方法の変化 図Ⅴ－5－8によると、過去20  
年間において全体の66．硝は変化なし、住宅と事業  







から、事業等用へ  ；＝≡ノ丁＝，rL 一利用変化   件  ，－％   
①住宅と事業両方から．住宅専用へ   407  13．5！（   
②住宅と事業局方から．事業専用へ   86   2．B％   
③住宅専用から．住宅と事業両方へ   209   6．91   
＠住宅専用から．事業専用へ   20  0．7，i   
⑤事業専用から．住宅と事業面方へ  34  1＋1ヽ   
（釘事業専用から．住宅専用へ   1g   0．6≠   
⑦変化なし   2．O13  6t∋．6％   
（診その他   66   2．2㌔   
（9無回答   170   56ヽ   






④住宅専用から、   
事業専用へ  
0．乃i   




⑥事業専用から、   
住宅専用へ  

























京町家認識∴∴  ∴件∴．  ＝‘・＼％；・‘   
①伝統的町家   434   9．7）i   
②町家風建築   1．008   22．61   
③木造建築   2．663   59．6l   
④その他   212   4．7‡   
（9無回答   152   3．4～   
合計   4、469  100．0％  
図Ⅴ－5－10  
＝ 二≡二‡：…＝㌫等‘：；≧：ミ：京町家志向菅二：甘ギ：；T＝‡  阜；；＝：：件 ∴て  ‘∴：％ 
の町家様式が良い   278   9．2～   
（分どちらかというと町家様式が良い   1．219   40．3％   
8）近代的なビルが良い   136   tSヽ   
命どちらでも良い   1．118   36，9，i   
（勤無風答   275   9★1ヽ   
合計   3．024   100．0％   
③近代的なビル  
が良い  
4．5）i   
107  
図Ⅴ－1－11  



























































































































市中の治安を維持する「平安隊」の屯所として駐   
6節 住民主導のまちづくり  













































‘’■〉■†■ ご讐蜃智            i  







＼ノ‾ 、 ㌧ニ  慧1慧＝一毒  
′  T苫■■■   丁■lO■■l  ■  讐し′、＿．／  酬惣一叩増悪  
；・良．潤一認－  
†恵㌍箪巧か  
























会として発足させたのは、マンション建設の問題   
［3］ケース・スタディ  























































c活動内容 春日住民福祉協議会を軸とする活動は、  
一般の人、外出が苦手な人、身体の不自由な人、支え  
































































を考える部会」。   
現在活躍中である。  









































































































7節 複合的なまちづくりのために   
街づくりをめそる問題について、各節で個人や  























































［1］多様な主体の参加による新しいまちづくりへ   





















































































































れたものである。つまり都市に必要な機能の大枠を   
らかじめ設定し、その上で個別の条件に応じて機能を  
分散配置する手法が多々選択されてきた。   
































6）ヒアリング調査による。   
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での行動は時代の求めるものである。   
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121   
物になったなんてことがないよう…祈っててくださ  
い。  
































川崎真実（2回生） Ⅴ－1，Ⅴ－4   
いろいろ大変だった。  
















石田裕明（3回生） Ⅴ－3   
編集作業のなかでたくさんパソコンを使いました。  
けど僕は手書きの方が好きですね。  
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